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 我々は Si フォトニクスよる非機械式 LiDARを開発している [1]．これまでに図 1(a) に示すフォトニック

結晶導波路 (PCW) に二重周期構造を導入し，そのパターンを適切に調整することで，単峰な放射ビー

ム形状とスローライト効果による大きな光偏向が得られることを報告した [2]．しかし，対称な断面構造で

は上下に均一な光放射となるため，これを LiDARに適用すると，送信時の損失 3 dBだけでなく，反射戻

り光を受信する際にも 3 dBの結合損失が生じる (合計 6 dB)．また，下方向へ放射された光のうち基板で

反射される光が上方向の放射光と干渉し，不要なパターンを作るという問題もある．そこで今回は，PCW

断面に上下非対称性を導入した構造を計算し，一方向性放射となる条件を探索したので報告する． 

 図 1(b) のように，PCWの Siスラブには SiO2に埋込まれた直径の異なる孔が格子定数 aの 2倍周期で

配置されている．右の拡大図は直径が異なる孔を重ねた構造，側壁を傾斜させた構造，両者を組み合わ

せた構造を示している．図 2は様々な構造に対して計算された上下の放射比率である．径が小さい (ま

たは大きい) 孔に上下非対称性を導入した場合，上方 (または下方) への放射が強くなる．傾斜角g  

75○，高さ 70 nmの径の異なる孔を重ねたとき，上方への放射は約 3倍まで増大した．上方への放射を集

中させることで基板やクラッド界面での反射の影響が抑制される．このような条件で高品質なビーム形状

が得られる構造をさらに探索しており，詳細は当日報告する． 
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